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一

新
井
栄
蔵
氏
が
陽
明
文
庫
蔵
『
古
秘
抄
』（
以
下
『
古
秘
抄
別
本
』
と
記
す
）
を

『
古
秘
抄
別
本
』
と
し
て
紹
介
し
宗
祇
流
「
裏
説
」
に
つ
い
て
論
じ
て
か
ら
、『
古

秘
抄
』
に
含
ま
れ
る
「
内
外
表
裏
事
」
は
宗
祇
流
「
裏
説
」
を
論
じ
る
際
の
基
本

資
料
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宗
祇
を
直
接
継
承
す
る
三
流
の
古
今
切

紙
と
『
古
秘
抄
』
と
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
内
容
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
わ
か

る
。新

井
氏
は『
図
書
寮
典
籍
解
題　

続
文
学
篇
』（
昭
25　

養
徳
社
）を
引
用
し
て
、

『
古
秘
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
に
つ
い
て
、「『
解
題
』
は
後
水
尾
院
預
り
の
近

衞
流
伝
授
の
正
本
に
比
定
し
得
る
か
と
す
る
」
と
さ
れ
た
。
だ
が
、
新
井
氏
自
身

が
「
別
本
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
か
な
通
り
、『
古
秘
抄
別
本
』
と

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
古
秘
抄
』
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
智
仁
親
王

が
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
に
書
写
奥
書
を
記
し
た
元
和
三
年
八
月
十
六
日
に
、
後
水

尾
天
皇
は
在
位
中
で
あ
る
か
ら
、「
院
」
と
は
後
陽
成
院
を
さ
す
。
す
る
と
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
『
古
秘
抄
』
は
「
後
水
尾
院
預
り
の
近
衞
流
伝
授
の
正
本
」
と
は
別

な
書
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。「
後
水
尾
院
預
り
の
近
衞
流
伝
授
の
正
本
」
と
異

（
1
）

（
2
）

（
3
）

な
る
以
上
、『
古
秘
抄
』
と
宗
祇
と
の
関
係
は
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
新
井
氏
が
『
古
秘
抄
別
本
』
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
陽
明
文
庫
蔵
『
古

秘
抄
』
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

一
　
陽
明
文
庫
蔵
『
古
秘
抄
別
本
』

『
古
秘
抄
別
本
』
は
近
衞
基
熈
筆
で
、
末
尾
に
「
幽
斎
玄
旨
（
花
押
）」「
判
形
如

此
」
と
記
し
た
後
、
次
の
奥
書
を
記
す
。

御
本
押
紙

校
合
畢

文
字
誤
分
明
之
所
ハ
則
書
付
了

不
審
之
所
々
本
文
同
者
別
紙
書
付

所
々
ニ
挟
之　
　
　
　
　
　

資
慶

陽
明
文
庫
蔵
『
古
秘
抄
』
と
近
衞
流

小

髙

道

子
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二

「
御
本
押
紙
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
校
合
畢
」
以
下
の
注
記
は
、「
御
本
」
す

な
わ
ち
後
西
院
所
持
の
本
に
「
押
紙
」
し
て
記
し
て
あ
る
事
が
わ
か
る
。
陽
明
文

庫
蔵
『
古
秘
抄
』
は
、「
御
本
」
に
「
押
紙
」
し
て
、
烏
丸
資
慶
が
「
校
合
畢
／

文
字
誤
分
明
之
所
ハ
則
書
付
了
／
不
審
之
所
々
本
文
同
者
別
紙
書
付
／
所
々
ニ
挟

之
」と
注
記
し
た
本
を
基
熈
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の

が
海
野
圭
介
氏
が
『
追
加
』「
1
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
「
古
秘
抄　

資
慶
卿
筆　

一
冊
」
で
あ
る
。
同
書
に
つ
い
て
海
野
氏
は
次
の
解
題
を
付
す
。

『
古
秘
抄
』
は
、『
古
今
集
相
伝
箱
入
目
録
』
の
6
と
し
て
先
述
し
た
近
衞
流

と
目
さ
れ
る
切
紙
集
。
新
井
氏
紹
介
の
陽
明
文
庫
蔵
本
に
も
烏
丸
資
慶
の
識

語
が
あ
り
、『
目
録
』
小
書
の
「
資
慶
卿
筆
」
と
あ
る
記
載
に
一
致
す
る
が
、

陽
明
文
庫
本
は
転
写
で
あ
り
、資
慶
筆
で
は
な
い
。
陽
明
文
庫
本
の
親
本
は
、

恐
ら
く
東
山
御
文
庫
蔵
『
古
秘
抄
』（
注
略
）
で
あ
ろ
う
。
東
山
御
文
庫
本

は
、
陽
明
文
庫
本
に
酷
似
し
、
行
移
り
、
字
配
り
ま
で
一
致
す
る
が
、
陽
明

文
庫
本
に
「
御
本
押
紙
」
と
付
記
さ
れ
な
が
ら
も
本
紙
部
分
に
記
さ
れ
る
注

記
が
、
東
山
御
文
庫
本
で
は
押
紙
に
書
写
さ
れ
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
巻
尾
に

は
次
の
如
く
記
し
た
押
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

校
合
畢

文
字
誤
分
明
之
所
ハ
則
ち
書
付
了
。
不
審
之
所
々
本
文
同
者
別
紙
書
付

所
々
ニ
挟
之
。
資
慶

押
紙
の
形
態
や
筆
跡
等
か
ら
、
東
山
御
文
庫
蔵
本
が
、
烏
丸
資
慶
に
よ

る
書
写
と
考
え
ら
れ
、『
目
録
』
の
記
載
に
照
応
す
る
と
目
さ
れ
る
。

（
4
）

（
5
）

注
記
の
内
容
が
一
致
す
る
か
ら
、『
古
秘
抄
別
本
』は
、
資
慶
筆
の
後
西
院
蔵
本

を
、
基
熈
が
書
写
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
陽
明
文
庫
蔵
本
で
は
あ
る
が
、
宗
祇
か

ら
古
今
伝
受
を
受
け
た
近
衞
尚
通
の
資
料
が
近
衞
家
に
伝
来
し
た
の
で
は
な
く
、

後
西
院
蔵
本
を
基
熈
が
書
写
し
た
こ
と
に
よ
り
、
近
衞
家
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

『
古
秘
抄
別
本
』
に
つ
い
て
、
新
井
栄
蔵
氏
は
「
近
衞
流
古
今
伝
授
切
紙
」
と
し

て
紹
介
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
奥
書
を
検
討
す
る
限
り
、「
近
衞
流
」
と
推

定
す
る
根
拠
は
見
出
せ
な
い
。
こ
こ
で
、
新
井
氏
の
解
説
を
、
再
検
討
し
て
み
よ

う
。
新
井
氏
は
影
印
の
前
に
次
の
解
説
を
記
す
。

陽
明
文
庫
に
は
、
近
衞
流
古
今
伝
授
切
紙
が
「
古
秘
抄
」
と
外
題
し
て
伝
え

ら
れ
て
お
り
、
書
陵
部
に
も
同
様
の
物
が
あ
る（『
図
書
寮
典
籍
解
題　

続
文

学
篇
』）
の
で
、
当
切
紙
の
外
題
「
古
秘
抄
」
を
と
っ
た
上
で
、
区
別
す
る
た

め
に
別
本
と
副
題
し
て
お
く
。
諸
本
の
こ
と
は
、「
和
歌
文
学
研
究
」三
六
号

所
収
の
拙
稿
に
述
べ
、
ま
た
、
宗
祇
流
の
裏
説
に
つ
い
て
の
切
紙
に
関
る
諸

本
の
こ
と
も
「
文
学
」
四
七
巻
六
号
に
注
記
し
た
の
で
こ
こ
で
は
省
略
に
従

う
。

こ
の
『
古
秘
抄
別
本
』
が
「
近
衞
流
古
今
伝
授
切
紙
」
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
に

つ
い
て
、
こ
こ
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。「
書
陵
部
に
も
同
様
の
物
が
あ
る
」と
す

る
が
、
新
井
氏
が
「
区
別
す
る
た
め
に
別
本
と
副
題
し
て
お
く
」
と
さ
れ
る
よ
う

に
、
両
者
は
別
な
書
物
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、『
古
秘
抄
別
本
』
が
「
近

衞
流
古
今
伝
授
切
紙
」
で
あ
る
根
拠
は
、『
古
秘
抄
別
本
』
か
ら
は
見
出
せ
な
い
。
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三

二
　『
古
秘
抄
別
本
』
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
古
秘
抄
』

『
古
秘
抄
別
本
』と
同
じ
外
題
を
持
つ
書
物
と
し
て
、
新
井
栄
蔵
氏
は
宮
内
庁
書

陵
部
蔵
『
古
秘
抄
』
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
『
図
書
寮
典
籍
解
題　

続
文
学
篇
』
を

引
用
し
て
、
書
陵
部
蔵
本
が
宗
祇
か
ら
古
今
伝
受
を
受
け
た
尚
通
の
聞
書
で
あ
る

と
し
、
そ
の
事
を
根
拠
に
し
て
同
書
を
「
宗
祇
流
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
同
書
に
記
さ
れ
た
智
仁
親
王
の
奥
書
を
検
討
す
る
と
、
同
書
は
智
仁

親
王
が
古
今
伝
受
終
了
後
に
、
自
身
が
持
っ
て
い
な
い
書
を
書
写
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
智
仁
親
王
は
尚
通
が
宗
祇
か
ら
伝
受
し
た
古
今
切
紙
及
び
古

今
和
歌
集
聞
書
を
す
で
に
書
写
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
い
う
「
古
秘
抄
」
の
奥

書
は
近
衞
流
以
外
の
、
ま
だ
、
智
仁
親
王
が
持
っ
て
い
な
か
っ
た
書
と
推
定
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
宮
内
庁
書
陵
部
『
古
秘
抄
』
も
、「
宗
祇
流
」
あ
る
い
は

「
近
衞
流
」
と
す
る
根
拠
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

三
　
後
西
院
の
目
録
に
見
ら
れ
る
「
古
抄
」
に
つ
い
て

海
野
圭
介
氏
は
後
西
院
の
目
録
を
翻
刻
、
紹
介
す
る
際
、「
古
抄
」と
す
る
一
冊

を
、「
古
秘
抄
」
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。

6
　
古
抄
　
尚
通
公
　
宗
祇
抄
　
　
一
冊

「
古
抄
」
は
、「
尚
通
公
」「
宗
祇
抄
」
の
付
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
古
今
抄
」

の
略
で
、
宗
祇
よ
り
近
衞
尚
通
（
文
明
四
年
１４７２
―
天
文
十
三
年
１５４４
）
へ
の
古

今
伝
授
に
際
し
授
け
ら
れ
た
尚
通
本
『
両
度
聞
書
』（
注
略
）
を
指
す
か
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、『
両
度
聞
書
』
な
ら
ば
三
冊
〜
六
冊
程
度
の
分
册
と
な

る
の
が
通
例
で
あ
り
、「
一
冊
」
と
記
さ
れ
る
の
は
聊
か
不
審
で
あ
る
。『
目

録
』
の
配
列
か
ら
も
、
聞
書
で
は
な
く
切
紙
集
を
想
定
す
る
方
が
妥
当
と
も

思
わ
れ
、「
古
秘
抄
」
の
略
と
見
る
方
が
蓋
然
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
古
秘
抄
』
は
、
新
井
栄
蔵
氏
「「
古
秘
抄
別
本
」
の
諸
本
と
そ
の
三
木
三
鳥

伝
と
に
つ
い
て
―
古
今
伝
授
私
稿
―
」（
和
歌
文
学
研
究
36　

昭
32
・
9
）、

同
氏
「
影
印　

陽
明
文
庫
蔵　

古
秘
抄
別
本
」（
叙
説　

昭
54
・
10
）
に
よ
っ

て
紹
介
、「
古
秘
抄
別
本
」
と
仮
称
さ
れ
た
近
衞
流
切
紙
（
次
掲
7
に
相
当
）

を
一
冊
に
書
写
し
た
切
紙
集
。
宮
内
庁
書
陵
部
・
陽
明
文
庫
等
に
伝
存
し
て

お
り
、
東
山
御
文
庫
に
も
複
数
本
が
伝
わ
る
が
、『
目
録
』記
載
の
一
冊
の
比

定
は
で
き
て
い
な
い
。
な
お
、
書
陵
部
夲
に
つ
い
て
は
、『
解
題
』一
九
五
頁

に
解
題
が
あ
る
。

だ
が
、
海
野
氏
が
「
次
掲
7
」
と
し
て
揚
げ
た
近
衞
尚
通
が
宗
祇
か
ら
受
け
た

古
今
切
紙
は
、『
古
秘
抄
』
あ
る
い
は
『
古
秘
抄
別
本
』
と
は
大
き
く
異
な
る
。
す

る
と
、「「
尚
通
公
」「
宗
祇
抄
」
の
付
記
が
あ
る
」
書
を
、『
古
秘
抄
』
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
陽
明
文
庫
に
は
、
基
熈
筆
の
「
古
秘
抄
」
と
外
題
す
る
本
が
数

種
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
点
は
尚
通
が
宗
祇
か
ら
伝
受
し
た
切
紙
を
書
写
し
た

も
の
で
あ
り
、
海
野
氏
が
い
う
「
次
掲
7
」
と
一
致
す
る
。
す
る
と
、
後
西
院
の

目
録
に
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
古
秘
抄
』
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
本
と
『
古
秘
抄
別
本
』
と
の
関
係
は
、
さ
ら
に
調
査
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
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四

注（
1
）　

新
井
栄
蔵
氏
「「
古
秘
抄
別
本
」
の
諸
本
と
そ
の
三
木
三
鳥
の
伝
と
に
つ
い
て
―

古
今
伝
授
史
私
稿
―
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
昭
52
・
3
）、「〈
影
印
〉
陽
明
文
庫
蔵

古
秘
抄
―
別
本
」（『
叙
説
』
昭
54
・
10
）、「
宗
祇
流
の
古
今
集
注
釈
に
お
け
る
「
裏

説
」
に
つ
い
て
―
古
今
伝
授
史
私
稿
―
」（『
文
学
』
昭
54
・
7
）

（
2
）　

古
今
伝
受
に
お
け
る
切
紙
に
つ
い
て
は
、「
宗
祇
を
継
承
す
る
三
流
の
古
今
切
紙
」

（『
中
京
大
学
国
際
教
養
学
部
論
叢
』
平
29
・
10
）、「
宗
祇
を
継
承
す
る
古
今
切
紙
と

『
古
秘
抄
別
本
』」・「
内
外
表
裏
事
」（『
古
秘
抄
別
本
』）
と
『
内
外
口
伝
歌
共
』」・

「
宗
祇
の
古
今
伝
受
に
お
け
る
切
紙
に
つ
い
て
」（『
同
』
平
30
・
3
）
に
お
い
て
検

討
を
加
え
た
。

（
3
）　

注
（
2
）「
宗
祇
を
継
承
す
る
古
今
切
紙
と
『
古
秘
抄
別
本
』」。

（
4
）　

陽
明
文
庫
蔵
『
古
秘
抄
』
に
つ
い
て
は
、
同
文
庫
文
庫
長
名
和
修
先
生
に
御
教
示

を
賜
っ
た
。

（
5
）　
「
東
山
御
文
庫
蔵
『
古
今
集
相
伝
之
箱
入
目
録
』・
同
『
追
加
』
考
―
古
今
伝
受
後

の
後
西
院
に
よ
る
目
録
の
作
成
を
め
ぐ
っ
て
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
平
13
・
10
）

付
記

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
御
許
可
下
さ
っ
た
陽
明
文
庫
文
庫
長
名
和
修
先
生
に
深
謝
申
し
上

げ
る
。
ま
た
、
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
陽
明
文
庫
古
典
籍
資
料
研
究
会
に
お
け
る
口
頭

発
表
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
主
催
者
名
和
修
先
生
及
び

御
指
導
御
助
言
を
賜
っ
た
会
員
各
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。


